
「ミャンマーから日本へ」
～暮らしてわかった文化・ことば・コミュニケーション～

令和8月(2026)年度

異文化体験講演会

イ ティンザ キン氏
Dr. EI THINZAR KHIN

順天堂大学医学部医学教育研究室 特任助教

2026年11月11日㈬
16：30～18：00
リモート開催（zoom）

※聴講を希望される方はこちらのURLまたはQRコードからお申込みください。

https://forms.gle/Yv8azPocLrfM2TmA6

主催：大学院附属言語文化研究所
E-mail:bilc@bunkyo.ac.jp

【講演概要】
近年、日本で暮らすミャンマー出身者や、日本語を学ぶミャンマー人が急速に増えています。一方で、
ミャンマーの文化や生活、日本語教育事情について知る機会は、まだそれほど多くないかもしれません。
本講演では、ミャンマーの文化や習慣、日本語教育の現状について紹介するとともに、ミャンマー出身の
講師自身が日本での生活を通して驚いたことや戸惑ったこと、文化や習慣の違いについて、実際の経験
を交えながらお話しします。また、日本で暮らす外国人が感じる「ことば」の壁や、医療現場における
コミュニケーション、「やさしい日本語」についても紹介します。
ミャンマーと日本の違いや共通点を通して、異なる文化的背景を持つ人々とともに暮らし、
コミュニケーションをとることについて、参加者の皆さまと一緒に考える機会にしたいと思います。

https://forms.gle/Yv8azPocLrfM2TmA6
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